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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

１１月２２日に、集会委員会が主催する「たてわりスタンプラリー集会」を開催しました。 

この集会は、日ごろ大繩で一緒のチームになって練習している「たてわり班」のメンバーで、全
１２ヶ所のポイントに設けた“ミッション”をクリアしながら校内を巡る活動です。１２のミッシ
ョンには、①フリースロー ②ジグザクドリブル ③本探し ④ブラックボックス ⑤ジグソー
パズル ⑥大豆うつし ⑦輪投げ ⑧ボーリング ⑨謎解き ⑩早口言葉 ⑪お手玉入れ ⑫折
り紙 があり、あらかじめ決まった学年の子が代表してそのゲームに参加することになっていま
す。どのミッションもルールは簡単。子どもたちは喜んで、時には歓声を上げながらプレイしてい
ました。クリアするごとにスタンプがもらえます。限られた時間内にすべてのミッションをクリ
アしスタンプを集めようと、熱くなっていました。・・・あと一週間で１２月。寒さが増してくる
中、本校ではインフルエンザ等の感染は今のところ大変少ない状況ではありますが、油断するこ
となく残り少ない２学期の学校生活を明るく楽しいものになるよう、努めてまいります。 

「図書館祭り」開催
１１月１３日～１７日に、図書委員会主催の「図書館祭り」 

を開きました。前号で「北九州子ども読書の日」の取組を取り 

上げましたが、これも読書好きな子を育てる取組の一つです。   
学年ごとに曜日を決めて学校図書館を開放し、本を読んで感

想を書いたりしおりを作ったりしました。また、「おすすめ本」
の投票もし、その投票結果や感想カード等を学校図書館前に掲
示しました。毎日図書館は大盛況でした。本校は、２学期以降、
学校図書館職員さんやブックヘルパーさん、そして図書委員会
のみんなのおかげで、ほぼ毎日図書館の開放が実現できていま
す。自由に図書館に行って好きな本に出合えるチャンスが増え
るように環境づくりを整備しています。 

↑広大な城島高原パークで、遊び尽くしました。 

↑集会委員会の司会で、元気よく集会スタート ↑おりがみチャレンジ ↑ジグソーパズルチャレンジ 

↑大豆うつしチャレンジ ↑輪投げチャレンジ ↑ブラックボックスチャレンジ ↑ミッション全クリア!! 
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11月後半の主な行事 
 
２４日（金） クラブ活動 
３０日（木） なかよし交流会 きらきら学級 
 
◆今後のスクールカウンセラー来校日◆ 

24 日午前 １２/１午後 ８日午前 １５日午後 
 

12月の主な行事 
０５日（火） 自然教室 ５年生（～６日） 
１４日（木） ミュージアムツアー ３年生 
１９日（火） 北九州学力調査 ４・５年生 

 個人懇談会（～２０日） 
２１日（木） 給食終了 
２２日（金） ２学期終業式 
 
 
              ☆子育ては 誉める・叱る・見守る・抱きしめる☆ 

どれかひとつが欠けても，子育ては，うまくいきません。難しいですが，バランスが大切です。 

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市子どもを育てる 10 か条」again 

① 自分たちで作った味噌で、みそ汁を味わいました

５年生は、８月末にマルヱ醤油朝倉工場の工場長さんをお招きして味噌づ 
くり体験をしました。（本紙第１０号既報）その味噌を使って、 
家庭科の調理実習時にみそ汁を作りました。初めてみそ 
汁を作ったという子も多く、その記念すべき日に自分達 
で作った味噌とは、なんと素晴らしいことでしょう。 
「自分たちで作った味噌を使ったと考えたら、おいしか 
った」と、笑顔で感想を聞かせてくれました。５年生は 
その味噌を自宅に持ち帰り、その味噌を使って一品作る家庭学習が課されていました。“豚汁”や
“味噌そぼろ丼”など、いろんな献立を工夫して、家族で味わったことが、ワークシートから読
み取れました。以下、おうちの方からの感想です。ご協力ありがとうございました。 
 〇 みそ作りを通して、料理をすることにさらに興味をもち、料理に関する会話を楽しむことができました。 

みその味もおいしかったです。貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。 
〇 手作りの味噌は風味があり、とても美味しかったです。ありがとう。 
〇 とても美味しいお味噌でした。甘みがあってしょっぱくなく、やさしい味でした。豚汁もとても美味しく 
できました。子どもたちが作ったと思うと、また一段とレベルアップの味でした。 

 食育満開!! いろんな取組をやってます 

苦戦しながらも、むけました 

② 福岡の果物を味わおう!  ５年生柿むき体験に挑戦

福岡県は、いちごをはじめ、ブランドの果実がたくさん。なかでも甘柿の産地としては全国３
位なのだそうです。しかし、県内の消費は伸び悩んでいるようです。「地産地消」が大きく取り上
げられる昨今、その大切さや純粋に柿のおいしさを味わわせるねらいのもと、県の農林水産部と 

連携して県産の柿を提供していただき、柿の皮 
むき体験と味わう体験をしました。 
 球体の柿をむくのは難しいのですが、慣れな 

い手つきながら一人もけがすることなくむくこ 
とができ、柿の甘さ・おいしさも存分に味わう 
ことができたようです。また、地産地消のよさ 
についても考えることができたようです。 
 

 
 

③ すがたをかえる大豆にびっくり!! ３年生、石うすできな粉をひく

３年生の国語の教科書に「すがたをかえる大豆」という教材 
が載っており、この単元に興味をもって臨むことができるよう 
にと、栄養教諭と担任で授業を進めました。 
 私たちの給食には、大豆の加工品が数多く使われていること 
を知り、いろいろな形で大豆を摂取していることに驚いていま 
した。水につけた大豆をミキサーで「おから」と「豆乳」に分 

けてみたり、炒った大豆を石うすでひいてみたりして、昔から 
加工されてきた先人の知恵に気付き、さらに興味をもって調べ 
てみたいという気持ちが高まったようです。 
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「甘くておいしい    」 


